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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】災害発生になどによる停電時に有用な小型で携
帯可能な太陽電池蓄発電一体パネルを提供する。
【解決手段】リチウムイオン二次電池単独またはリチウ
ムイオン二次電池とキャパシタコンデンサー併用に拠る
蓄電池ユニット１、充放電コントローラー、定電流ダイ
オード、露点変換器、端子レギュレータ、フロート式流
量計、パルス幅変調機、出力コントローラー、過充電過
放電保護回路、内部温度上昇によるシステム破壊防止用
温度ヒューズ、サーミスタおよび逆流防止ダイオードを
搭載して充放電制御システムユニット２を構成する。ま
た、インバータシステムからなる補助充放電制御システ
ムユニット３を一体化し、充放電、蓄電および補助充放
電の制御システム機能を併せ有する太陽電池蓄発電一体
パネルとする。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオン二次電池単独またはリチウムイオン二次電池とキャパシタコンデンサー
併用に拠る蓄電池ユニット（１）、充放電コントローラー（図の２に内臓または外付け）
、定電流ダイオード（ＣＲＤ＝Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖｅ　Ｄｉｏｄｅ）（
図の２に内臓または外付け）、露点変換器（ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｎｓｏｒ
）（ＶＡＩＳＡＬＡ社製品など）（図の２に内臓または外付け）、端子レギュレータ（図
の２に内臓または外付け）、フロート式流量計（図の２に内臓または外付け）、パルス幅
変調機（ＰＷＭ＝Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）（図の２に内臓また
は外付け）、出力コントローラー（図の２に内臓または外付け）、過充電過放電保護回路
（図の２に内臓または外付け）、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温度ヒューズ（
図の２に内臓または外付け）、サーミスタ（図の２に内臓または外付け）および逆流防止
ダイオード（図の２に内臓または外付け）を搭載した充放電制御システムユニット（２）
およびＤＣ－ＡＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　ｃｕｒｒｅｎ
ｔ）インバータシステム｛図の３に内臓または外付け）からなる補助充放電制御システム
ユニット、（３）を一体化した、充放電、蓄電および補助充放電の制御システム機能を併
せ有するインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項２】
　さらに、人感センサー、照度センサー、振動センサー、温度湿度センサーおよびＬＥＤ
照明システムから選ばれる少なくとも一種を搭載している、請求項１記載のインテリジェ
ント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項３】
　照明器具の取り付けポート、人感センサーによる照明動作コントローラー、照度検知に
拠る点灯から消灯を管理する照度コントローラーを搭載し、さらに出力不足を補充する外
部充電ポート、携帯電話やパソコン電源のポート、ＡＣ１００Ｖポート、ＡＣ２００Ｖ三
相ポート、これらのＡＣポートに類似するＡＣ電圧ポート、外付け小型軽量ＡＣ－ＤＣコ
ンバータ、小型軽量ＤＣ－ＤＣコンバータ、２４９Ｖまで使用可能な外付けＤＣ－ＤＣコ
ンバータのいづれかのポートから選ばれる少なくとも１種を搭載している、請求項１また
は２記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項４】
　蓄電池ユニット（１）のリチウムイオン二次電池は、円筒缶、アルミ角缶、アルミラミ
ネート単一セル、アルミラミネートセル組みモジュールおよびその組み合せからなる電池
のいづれかであり、さらにリチウムイオン二次電池またはキャパシタコンデンサーは、充
放電保護回路、温度ヒューズおよびサーミスタを有する、１０ｇ／Ｗ（ワット）以下の軽
量蓄電池であり、かつ前記蓄電池は、太陽電池パネル最大出力（Ｐｍ）５Ｗから５０Ｗの
１枚パネルの表面積寸法が１１０ｃｍ２／Ｗ以下で、外枠厚みが５０ｍｍ以下の小型サイ
ズ太陽電池パネルの枠内に装備された、請求項１～３のいずれかに記載のインテリジェン
ト機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項５】
　蓄発電システムの内外部からの熱上昇による、劣化や故障を防止するために、日照時で
の太陽電池パネル温度が高温になっても機器外周温度を５５℃以下に抑制する熱遮断塗料
または熱可塑性樹脂封止シートからなる熱遮断層を太陽電池パネル裏面に設け、かつ太陽
電池パネル裏面のインテリジェント機能付き蓄発電システム機器を搭載しているスペース
部に、温度センサー、５０℃以上の温度検知にて駆動する冷却ファンシステム、蓄電池ユ
ニットの放電可能電圧と電流を管理した蓄電量比率、さらには太陽電池が発電している電
力量を管理する逐次デジタル表示するインディケータの少なくとも１種を搭載している、
請求項１～４のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電
池蓄発電一体パネル。
【請求項６】
　５～５０Ｗ仕様太陽電池パネルを２枚折りたたみ式に組み合わせる小型軽量型であり、
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かつ片面厚み５０ｍｍ以下の箱型であり、太陽電池パネル最高出力当りの重量が３００ｇ
／Ｗ以下の持ち運びが容易な小型軽量キャリーバッグタイプであり、さらに取っ手および
運搬中の開放を防止する止め具を取り付けた、請求項１～５のいずれかに記載のインテリ
ジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項７】
　上記の請求項６において、さらに取っ手および運搬中の開放を防止する止め具を取り付
け、さらに太陽電池パネル２枚組み箱型を、取り外し可能な蝶番を使用して太陽電池蓄発
電一体パネルを１枚づつに取り外して使用することも出来る、インテリジェント機能付き
小型軽量型蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システム単独或いは
太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）照明器具、地震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機能、
防犯災害時監視カメラ、ビデオ、遠隔地通信ユニット、緊急警戒通報システム、モーター
や駆動機の短時間駆動システムの少なくとも１種を搭載し、さらにソーラーや風力発電を
備えた既存街路灯または電柱緊急電源を取り付け、さらにまた太陽電池、風力発電または
波力発電の自然エネルギー発電或いは燃料セル発電機器を組み合わせた、発電－蓄電また
は補助充電－放電を制御コントロールする各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーショ
ン。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システム単独或いは
太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地震感知センサ
ーに拠る警戒シグナル発信機能、防犯災害時監視カメラ、ビデオ、遠隔地通信ユニット、
ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）、緊急警戒通報システ
ム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの少なくとも１種を搭載し、さらにソーラー
や風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急電源を取り付け、さらにまたソーラー発電
への対応として太陽射光が年間を通して最適な角度である仰角を保つために平面配置での
仰角補正スタンドまたは電柱や高い処に取付け設置した場合には仰角補正遠隔治具を取り
つけて太陽光発電の効率性を最適化することができ、かつ太陽電池、風力発電または波力
発電の自然エネルギー発電機あるいは燃料セル発電機器を組み合わせた、発電－蓄電・補
助充電－放電を制御コントロールされた各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション
。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムに、電力発
電機として、既存発電機の蓄電ユニットを搭載し、かつ蓄発電ユニットとして鉛蓄電池と
比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可能な小型蓄発
電ユニットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地または水害対策
として設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合型の各種電力
発電機との蓄発電一体装置ステーション。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムに、電力発
電機として、太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機または燃料セル
電池発電機の環境適合型発電装置を搭載し、かつ蓄発電ユニットとして鉛蓄電池と比較し
て同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可能な小型蓄発電ユニ
ットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地または水害対策として
設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合型の各種電力発電機
との蓄発電一体装置ステーション。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本考案は、インテリジェント機能搭載蓄発電システム、太陽電池蓄発電一体パネルおよ
び各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　軽量なアルミラミネート使用の小型サイズリチウムイオン二次電池セルの使用とセル組
み合わせによる各種モジュールの製作技術および熱遮断層の配置に拠る蓄発電システムの
保護技術とシステム制御技術は知られている（非特許文献１および非特許文献２）が、こ
れらは軽量小型化ではない。
【先行技術文献】
【０００３】
【非特許文献１】太陽電池とリチウムイオン電池を一体化した薄型街路灯（パナソニック
（株）社製「製品名ＥＶＥＲＬＥＤＳ」。
【非特許文献２】ジェットＮＥＫＯ（株）社製「ソラ・ウナギネオ（ＳＯＬＡ－ＵＮＡＧ
Ｉ　ＮＥＯ）」（ソーラー式ポータブル発電器、鉛電池搭載、総重量１１ｋｇｓ）。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は、防災または緊急災害時にとくに有用な携帯可能な小型軽量のインテリジェン
ト機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルおよび各種電力発電機との蓄
発電一体装置ステーションを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、リチウムイオン二次電池単独またはリチウムイオン二次電池とキャパシタ
コンデンサー併用に拠る蓄電池ユニット（１）、充放電コントローラー（図の２に内臓ま
たは外付け）、定電流ダイオード（ＣＲＤ＝Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖｅ　Ｄ
ｉｏｄｅ）（図の２に内臓または外付け）、露点変換器（ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　Ｐｏｉｎｔ　
Ｓｅｎｓｏｒ）（ＶＡＩＳＡＬＡ社製品など）（図の２に内臓または外付け）、端子レギ
ュレータ（図の２に内臓または外付け）、フロート式流量計（図の２に内臓または外付け
）、パルス幅変調機（ＰＷＭ＝Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）（図の
２に内臓または外付け）、出力コントローラー（図の２に内臓または外付け）、過充電過
放電保護回路（図の２に内臓または外付け）、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温
度ヒューズ（図の２に内臓または外付け）、サーミスタ（図の２に内臓または外付け）お
よび逆流防止ダイオード（図の２に内臓または外付け）を搭載した充放電制御システムユ
ニット（２）およびＤＣ－ＡＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　
ｃｕｒｒｅｎｔ）インバータシステム（図の３に内臓または外付け）からなる補助充放電
制御システムユニット（３）を一体化した、充放電、蓄電および補助充放電の制御システ
ム機能を併せ有するインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体
パネルを提供することによって（請求項１）達成される。
【０００６】
　ここで、蓄電池ユニット（１）とは主に過充放電制御が付与された蓄電機能を有するユ
ニットであり、（２）とは充放電制御システムユニットで充電と放電をシステムコントロ
ールするユニットであり、また（３）とは補助充放電制御システムユニットで充放電を補
助的にシステムコントロールするユニットである。さらには（１）、（２）または（３）
には、電圧、電流、電力などをコントロールし、デジタル表示する機能を付与することも
できる。
　また、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温度ヒューズとしては、自己あるいはマ
ニュアル復帰可能な温度ヒューズまたは復帰不能な取り換え型温度ヒューズが挙げられる
。また、蓄電池ユニット（１）は、充放電制御システムユニット（２）および補助充放電
制御システム（３）のそれぞれに電気的に結合している。
　また、補助充放電制御システムユニット（３）のＤＣ－ＡＣインバータシステムとして
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は、ＤＣ－ＡＣ転換インバータなどが例示される。また、補助充放電制御システムユニッ
ト（３）には、小型軽量型ＡＣ－ＤＣ（Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｄｉｒｅ
ｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）コンバータまたはこのＡＣ－ＤＣと小型軽量型ＤＣ－ＤＣ（Ｄｉ
ｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）コンバータの両者を内臓ま
たは外付けすることもできる
【０００７】
　上記目的は、さらに人感センサー、照度センサー、振動センサー、温度湿度センサーお
よびＬＥＤ照明システムから選ばれる少なくとも一種を搭載していることによって（請求
項２）、さらに好適に達成される。
【０００８】
　上記目的は、照明器具の取り付けポート、人感センサーによる照明動作コントローラー
、照度検知に拠る点灯から消灯を管理する照度コントローラーを搭載し、さらに出力不足
を補充する外部充電ポートや携帯電話、パソコン、電気ヒーター、電気防虫駆除器など一
般的に家電機器として使用出来るポート、ＡＣ１００Ｖポート、ＡＣ２００Ｖ三相ポート
、これらのＡＣポートに類似するＡＣ電圧ポート、ＡＣ－ＤＣコンバータ外付けポート、
２４９Ｖまで使用可能な外付けＤＣ－ＤＣコンバータのいづれかのポートから選ばれる少
なくとも１種を搭載することによって（請求項３）、より好適に達成される。これらのポ
ートをＵＳＢ取り付けポートにしても良い。
【０００９】
　搭載されるＤＣ－ＡＣインバータは正弦波或いは疑似正弦波のいづれのインバータ機能
をもつものでも差支えないが、正弦波の機能を有するものが好適である。
　また、照明器具としては、特に消費電力が少なく、寿命が長いＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）照明器具が好適である。
　さらに、小型軽量ＤＣ－ＤＣコンバータとしては、自動車蓄電池などから電流を導入す
るＤＣ－ＤＣコンバータなどが挙げられ、自動車のシガーライター部に外付け可能なコネ
クタを使用して補助電源を取り入れることも好適である。
【００１０】
　上記目的は、蓄電池ユニット（１）のリチウムイオン二次電池は、円筒缶、アルミ角缶
、アルミラミネート単一セル、アルミラミネートセル組みモジュールおよびその組み合せ
モジュールからなる電池のいづれかであり、さらにリチウムイオン二次電池またはキャパ
シタコンデンサーは、充放電保護回路、温度ヒューズおよびサーミスタを有する、１０ｇ
／Ｗ以下の軽量蓄電池であり、かつ前記蓄電池は、太陽電池パネル最大出力（Ｐｍ）５Ｗ
から５０Ｗの１枚パネルの表面積寸法が１１０ｃｍ２／Ｗ以下で、外枠厚みが５０ｍｍ以
下の小型サイズ太陽電池パネル枠内に装備された、請求項１～３のいずれかに記載のイン
テリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル（請求項４）を提
供することによってさらに好適に達成される。
　ここで、１０ｇ／Ｗ以下の軽量蓄電池としては、たとえば１２Ｖ９Ａ仕様で蓄電池重量
９９０グラム以下の軽量蓄電池、１２Ｖ１８０Ｗ仕様で蓄電池重量１５９０グラム以下の
軽量蓄電池などが挙げられる。また、１０ｇ／Ｗ以下の軽量蓄電池の下限値としては４．
５ｇ／Ｗ以上が最適であり、さらに好適には６ｇ／Ｗ以上である。
また、１枚パネルの表面積寸法の下限値は７０ｃｍ２／Ｗ以上が最適であり、さらに好適
には９０ｃｍ２／Ｗ以上である。
【００１１】
　上記目的は、蓄発電システムの内外部からの熱上昇による、劣化や故障を防止するため
に、日照時での太陽電池パネル温度が高温になっても機器外周温度を５５℃以下に抑制す
る熱遮断塗料または熱可塑性樹脂封止シートからなる熱遮断層を太陽電池パネル裏面に設
け、かつ太陽電池パネル裏面のインテリジェント機能付き蓄発電システム機器を搭載して
いるスペース部に、温度センサー、５０℃以上の温度検知にて駆動する冷却ファンシステ
ム、蓄電池ユニットの放電可能電圧と電流を管理する蓄電量比率、さらには太陽電池が発
電している電力量を管理する逐次デジタル表示するインディケータの少なくとも１種を搭
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載することによって（請求項５）より好適に達成される。
【００１２】
　ここで劣化、故障とは、電源やＩＣ回路部品などの本発明に使用される部品の劣化、故
障を意味する。
　熱遮断層の熱遮断塗料としては、アクリルシリコン系塗料、アルコキシラン化合物系塗
料、セラミック粉末塗料などが挙げられる。また熱可塑性樹脂封止シートとしては、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、カルボン酸変性ＰＥ，カルボン酸変性ＰＰ、
エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）、ポリフェニレンスルファイト（ＰＰＳ）、ポ
リテトラフロロエチレン（テフロン；ＰＴＦＥ）、その他耐熱性樹脂などからなるシート
が挙げられ、不燃性イオン導電材（パイオトレック株式会社製”ＣＰカイザー”使用）を
塗料に混合使用したり、シートに同イオン導電材を含浸不燃処理した発砲シートを使用す
ることが好適である。
【００１３】
　上記目的は、５～５０Ｗ仕様パネル２枚を折りたたみ式に組み合わせる小型軽量型であ
り、かつ片面厚み５０ｍｍ以下の箱型であり、太陽電池パネル最高出力当りの重量が３０
０ｇ／Ｗ以下の持ち運びが容易な小型軽量キャリーバッグタイプであり、さらに取っ手お
よび運搬中の開放を防止する止め具を取り付けることにより（請求項６）より好適に達成
される。
　ここで、箱の片面厚みは、さらに好適には４０ｍｍ以下であり、最適には３５ｍｍ以下
である。また、太陽電池パネル最高出力当りの重量は、さらに好適には２００ｇ／Ｗ以下
であり、最適には１５０ｇ／Ｗ以下である。太陽電池パネル最高出力当りの重量の下限値
は、５０ｇ／Ｗ以上が好適であり、さらに好適には８０ｇ／Ｗ以上である。たとえば、太
陽電池パネル縦横寸法４０ｍｍ以下の２枚組み１２Ｖ１２０Ｗの場合は、総重量が５ｋｇ
以下が好適である。
【００１４】
　上記目的は、上記の請求項６において、さらに取っ手および運搬中の開放を防止する止
め具を取り付け、さらに太陽電池パネル２枚組み箱型を、取り外し可能な蝶番を使用して
、太陽電池蓄発電一体パネルを１枚づつに取り外して使用する、インテリジェント機能付
き小型軽量型蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル（請求項７）を提供するこ
とによってより好適に達成される。
【００１５】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ム単独或いは太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地
震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機能、防犯災害時監視カメラ、ビデオ、ＧＰＳ，
遠隔地通信ユニット、緊急警戒通報システム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの
少なくとも１種を搭載し、さらにソーラーや風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急
電源を取り付け、さらにまた太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電或
いは燃料セル発電機器を組み合わせた、発電－蓄電または補助充電－放電を制御コントロ
ールする各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション（請求項８）を提供することに
よって、より好適に達成される。
【００１６】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ム単独或いは太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地
震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機能、防犯災害時監視カメラ、ビデオ、遠隔地通
信ユニット、緊急警戒通報システム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの少なくと
も１種を搭載し、さらにソーラーや風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急電源を取
り付け、さらにまたソーラー発電への対応として太陽射光が年間を通して最適な角度であ
る仰角を保つために平面配置での仰角補正スタンドまたは電柱や高い処に取付け設置した
場合には仰角補正遠隔治具を取りつけて太陽発電の効率性を最適化することができ、かつ
太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機あるいは燃料セル発電機器を
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組み合わせた、発電－蓄電・補助充電－放電を制御コントロールされた各種電力発電機と
の蓄発電一体装置ステーション（請求項９）を提供することによってより好適に達成され
【００１７】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ムに、電力発電機として、既存発電機の蓄電ユニットを搭載し、かつ蓄発電ユニットとし
て鉛蓄電池と比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可
能な小型蓄発電ユニットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地ま
たは水害対策として設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合
型の各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション（請求項１０）を提供することによ
り好適に達成される。
【００１８】
　ここで、既存発電機としては、ディーゼル発電機などが好適に使用される。
また、蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地としては、鉛蓄電池のような大型電
池では設置出来ない場所が挙げられる。
【００１９】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ムに、電力発電機として、太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機ま
たは燃料セル電池発電機の環境適合型発電装置を搭載し、かつ蓄発電ユニットとして鉛蓄
電池と比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可能な小
型蓄発電ユニットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地または水
害対策として設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合型の各
種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション（請求項１１）を捉要することによってよ
り好適に達成される。
【考案の効果】
【００２０】
　　本考案によれば、防災または緊急災害時の停電時にとくに有用な携帯可能な小型軽量
で、充放電、蓄電および補助充放電の制御システムを併せ有するインテリジェント機能付
き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルを得ることができる。また、これらと
各種発電機とを組み合わせることにより、蓄発電一体ステーションを得ることができる。
　これに拠って、ライフラインの通信機能維持や住民への警報、情報通知や交信、夜間照
明を安全に確保することができる。また、充電されたステーションを、自由に持ち出し可
能な折りたたみキャリーバッグ形式にすることに拠って、これらを既存街路灯やソーラー
、風力街路灯に取付け、緊急対策電源として利用できる。また、ライフラインの通信機能
を管轄する人や避難民が使用することにより、設置する場所を大幅に拡大することができ
る。さらに、電源がない場所においてノートパソコン、携帯電話、ゲーム機、ポータブル
デジタルカメラ、ビデオなどの家電製品の補充電源、屋外でのＬＥＤ照明、簡易な音楽や
映画鑑賞、イルミネーションなどの娯楽、そして広告宣伝用装飾の電源としても活用出来
る。さらに、軍事用移動通信機などへの小型軽量な補助電源としても活用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】　本考案の蓄発電システムの平面図（折りたたみ式両面タイプの太陽電池パネル
面）
【００２２】
【図２】　図１の裏面図
【００２３】
【図３】　図１の側面図（操作面と蝶番面と外部コネクトＬＥＤ照明）
【００２４】
【図４】　図１の底面図
【００２５】
【図５】　図１の太陽電池パネルの使用図（請求項１～３）
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【００２６】
【図６】　本考案のキャリーバッグ型蓄発電ユニット（請求項７）
【００２７】
【図７】　本考案の緊急電源取付け治具（請求項８）
【００２８】
【図８】　本考案の太陽射光を一年を通して変化する仰角に調整可能なスタンドや遠隔角
度補正治具（請求項９）
【考案を実施するための形態】
【００２９】
　本考案は、上記したとおり、蓄電池ユニット（１）、充放電制御システム（２）を一体
化したシステム機能保有して、補助充放電制御システム機能を併せ有し、かつ軽量で小型
化されたインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルであ
ることが最大の特徴である。このような軽量で小型化するためには、蓄電池ユニット（１
）を軽量で小型化することが最適である。蓄電池ユニットを軽量で小型化するためには、
軽量でコンパクトな二次電池を搭載することが好適である。この二次電池は、軽量でコン
パクトなリチウムイオン二次電池（ＬＩＢ＝Ｌｉｔｉｕｍ　Ｉｏｎ　Ｂａｔｔｅｒｙ）が
最適であり、特に軽量で安全性の高いラミネートセル型過充放電防止回路および温度ヒュ
ーズ搭載のＬＩＢモジュール（パイオトレック株式会社製「ＰｅｌＬｉｃｌｅ」ＬＩＢを
使用）が最適である。
　本考案を以下の実施形態に基づいて説明する。
【００３０】
実施形態１（ステーションの形態）
　本発明の太陽電池蓄発電一体パネルを、請求項８記載の設置環境適合型発電装置と組合
せて（両者の一体組み合わせ方式または分離型方式）ステーションとして使用する。蓄電
池ユニット（１）としては　軽量でコンパクトな持ち運びが簡単なポータブル方式とする
。これにより、１０Ｗ太陽電池モジュールを２個連結した蓄電池ユニット（１）とする。
充放電制御システムユニット（２）とＤＣ－ＡＣインバータを内部装備した補助充放電制
御システム（３）には小型軽量化ＤＣ－ＤＣコンバータおよび小型軽量化ＡＣ－ＤＣコン
バータを外付けしたポートを搭載し、１２Ｖ１２０Ｗ電源搭載した太陽電池蓄発電一体パ
ネルキャリーバッグの総重量を６．０ｋｇ以内に軽量化することができ、５．０ｋｇ以下
が好適で、４．５ｋｇ以下が最適である。
【００３１】
実施形態２（システムまたはパネルの形態）
　本考案に使用の太陽電池蓄発電システムユニットに１モジュール以上の汎用太陽電池パ
ネルをハーネスにて結合し、蝶番等を取り付けて折りたたみ式として組み立てる。さらに
、組み立てた太陽電池蓄発電システムユニットの各モジュールパネルを個々に取り外し、
太陽光照射の受け角度を補正することや太陽パネルの発電効率の欠点である陰がパネルに
出来た場合に大幅な発電力急降下をことへの対策として２枚パネルを太陽光照射の受け角
度に変化を持たせる変角度スタンド治具を設置して、それぞれのモジュールパネルが太陽
射光を一年間通して地域別季節別そして日照時間での太陽光を最も効率的に取り込む角度
である仰角が維持出来るように半面或いは柱や壁などに治具を取り付けて設置する。また
電柱や高い処に取付け設置した場合には遠隔角度補正治具を設置することにより、効率の
良い発電条件を設定することもできる。この場合、太陽電池蓄発電システムユニットを結
合しても良く、連結する太陽電池モジュール数に制限はない。
【００３２】
実施形態３（システムまたはパネルの形態）
　１パネル最高出力５Ｗ以上のモジュールを２個以上組み合わせた太陽電池パネルを地面
に置いて太陽射光を集光するに最適な仰角を維持する折りたたみ式支え台を太陽電池セル
パネルの裏側に設置し、２モジュール以上の太陽電池パネルが運搬しやすいカバン形式の
持ち手を付ける。運搬移動中に太陽電池パネルが途中で開かないように固定化が出来るフ
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ックを取りつける。
【００３３】
実施形態４（システムまたはパネルの形態）
　壁や柱などの１ｍ以上の高さ、好適には１．５ｍ以上の高さにフック或いは治具取付け
ねじ止め、そこに本発明のシステムまたはパネルを設置して使用する。電柱や高い処に設
置する場合には、太陽射光を集光するに最適な太陽電池パネル仰角を維持する為に、太陽
電池パネル設置受け台治具の付け根にモータ式仰角遠隔補正治具を設置することもできる
。
【００３４】
実施形態５（システムまたはパネルの形態）
　日照時間や太陽光強度不足による発電量が不足する場合には、家庭用電源１００から１
２５Ｖ家庭用電源、鉛蓄電池、アルカリ蓄電池、Ｎｉ－Ｈ蓄電池等の既設蓄電池から、Ｄ
Ｃ－ＡＣ転換して電流を取り込むか、または自動車鉛蓄電池などからＤＣ－ＤＣ電流を取
り込む。さらに、太陽電池による発電力に依存するだけでなく、風力発電機、波力発電機
、または燃料セル発電機などの自然エネルギー発電機との組み合わせにより発電量を確保
することができる。
【００３５】
実施形態６（システムまたはパネルの形態）
　地震、台風、水害、事故等による災害が発生した場合、緊急非常電源として、さらには
軍事作戦上の携帯電源として利用する。本考案のシステムまたはパネルは、軽量で容積も
小さいので小型電源として極めて有用である。因みに、パソコン１２Ｖ２４Ｗ仕様を本発
明の蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルの１２Ｖ１２０Ｗ仕様に使用した場
合、３時間以上の連続使用が可能である。また、５ＷＬＥＤ照明の場合は、２０時間以上
の連続の照明が可能である。さらに、ＵＳＢポートからの携帯電話、カメラなどに代表さ
れる携帯用電気器具への充電電源としても使用される。また、天災発生の緊急告知表示板
や警報サイレンやシグナルなどの稼働電源、緊急対策の通信機器や画像通信機の電源など
に使用することが出来る。既設太陽電池や風力発電外灯などの施設に緊急用電源として、
本考案のシステムまたはパネルを、後付け治具を使用して取付けることもできる。防災及
び緊急有事用として必要に応じたシステムまたはパネル個数及び後付け治具を常備してお
き、緊急事態発生時に必要個数を発生現場等に分散配置し、多角的地域通信システムの緊
急対応電源として、更に夜間照明の確保や簡易ヒーターや伝熱使用の電源としても活用で
きる。
【００３６】
実施形態７（システムまたはパネルの形態）
　雨天の時に使用する場合には、本発明のシステムまたはパネルを防水処理しておくこと
もできる。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本考案のインテリジェント蓄発電システム、太陽電池蓄発電一体パネルまたは蓄発電ス
テーションは、防災または緊急災害時にとくに有用であり、携帯電話などの通信機、パソ
コン、カメラなどの電源として利用でき、さらにまた夜間照明（人感センサーによる人が
いる時に点灯）や湯沸かしや暖房ヒーターなどの熱源の電源などにも利用できる。
【符号の説明】
【００３８】
１　　蓄電池ユニット（リチウムイオン二次電池・キャパシタ・コンデンサ組み）
２　　充放電制御システムおよびプログラムマイコンユニットとデジタル電力発電量表示
液晶
３　　ＤＣ－ＡＣインバーター
４　　人感センサーとＬＥＤランプ
５　　ＡＣ－ＤＣ・ＤＣ－ＤＣコンバータポート
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６　　外部照度センサー
７　　ソーラーパネル結合ポート（アレイ構成ポート）
８　　ＵＳＢポート
９　　冷却ファン
１０　マイコンスイッチと稼働パイロットランプ
１１　太陽電池リード線口
１２　メインスイッチと稼働パイロットランプ
１３　人感センサー
１４　人感センサーＬＥＤランプ
１５　外付けＬＥＤ照明ポート
１６　取り付け型折りたたみ式仰角スタンド取り付け口
１７　折りたたみロック
１８　折りたたみ蝶番
１９　カバン型取っ手
２０　蓄発電システム面の蓋
２１　太陽パネル裏面熱遮断層部（塗料塗り或シート貼り合わせ）
２２　外付けＬＥＤ器具（ランプ、イルミネーション、ＬＥＤ信号・誘導ボード、警告Ｌ
ＥＤ表示ボード、ＬＥＤ広告ボードなどのＬＥＤ器具類）
２３　平面設置スタンド（太陽射光仰角四季表示付き：夏至、冬至、春秋分日仰角）
２４　平面設置スタンドの留めネジ
２５　緊急電源取付治具－太陽パネル取付台遠隔操作仰角補正機付き
２６　ＡＣ電源ポート

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月7日(2011.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオン二次電池単独またはリチウムイオン二次電池とキャパシタコンデンサー
併用に拠る蓄電池ユニット（１）、充放電コントローラー（図の２に内臓または外付け）
、定電流ダイオード（ＣＲＤ＝Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖｅ　Ｄｉｏｄｅ）（
図の２に内臓または外付け）、露点変換器（ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｎｓｏｒ
）（図の２に内臓または外付け）、端子レギュレータ（図の２に内臓または外付け）、フ
ロート式流量計（図の２に内臓または外付け）、パルス幅変調機（ＰＷＭ＝Ｐｕｌｓｅ　
Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）（図の２に内臓または外付け）、出力コントローラ
ー（図の２に内臓または外付け）、過充電過放電保護回路（図の２に内臓または外付け）
、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温度ヒューズ（図の２に内臓または外付け）、
サーミスタ（図の２に内臓または外付け）および逆流防止ダイオード（図の２に内臓また
は外付け）を搭載した充放電制御システムユニット（２）およびＤＣ－ＡＣ（Ｄｉｒｅｃ
ｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ）インバータシステム（図の
３に内臓または外付け）からなる補助充放電制御システムユニット（３）を一体化した、
充放電、蓄電および補助充放電の制御システム機能を併せ有するインテリジェント機能付
き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項２】
　さらに、人感センサー、照度センサー、振動センサー、温度湿度センサーおよびＬＥＤ
照明システムから選ばれる少なくとも一種を搭載している、請求項１記載のインテリジェ
ント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項３】
　照明器具の取り付けポート、人感センサーによる照明動作コントローラー、照度検知に
拠る点灯から消灯を管理する照度コントローラーを搭載し、さらに出力不足を補充する外
部充電ポート、携帯電話、パソコン電源のポート、ＡＣ１００Ｖポート、ＡＣ２００Ｖ三
相ポート、これらのＡＣポートに類似するＡＣ電圧ポート、外付け小型軽量ＡＣ－ＤＣコ
ンバータ、小型軽量ＤＣ－ＤＣコンバータ、２４９Ｖまで使用可能な外付けＤＣ－ＤＣコ
ンバータのいづれかのポートから選ばれる少なくとも１種を搭載している、請求項１また
は２記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項４】
　蓄電池ユニット（１）のリチウムイオン二次電池は、円筒缶、アルミ角缶、アルミラミ
ネート単一セル、アルミラミネートセル組みモジュールおよびその組み合せからなる電池
のいづれかであり、さらにリチウムイオン二次電池またはキャパシタコンデンサーは、充
放電保護回路、温度ヒューズおよびサーミスタを有する、１０ｇ／Ｗ（ワット）以下の軽
量蓄電池であり、かつ前記蓄電池は、太陽電池パネル最大出力（Ｐｍ）５Ｗから５０Ｗの
１枚パネルの表面積寸法が１１０ｃｍ２／Ｗ以下で、外枠厚みが５０ｍｍ以下の小型サイ
ズ太陽電池パネルの枠内に装備された、請求項１～３のいずれかに記載のインテリジェン
ト機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項５】
　蓄発電システムの内外部からの熱上昇による、劣化や故障を防止するために、日照時で
の太陽電池パネル温度が高温になっても機器外周温度を５５℃以下に抑制する熱遮断塗料
または熱可塑性樹脂封止シートからなる熱遮断層を太陽電池パネル裏面に設け、かつ太陽
電池パネル裏面のインテリジェント機能付き蓄発電システム機器を搭載しているスペース
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部に、温度センサー、５０℃以上の温度検知にて駆動する冷却ファンシステム、蓄電池ユ
ニットの放電可能電圧と電流を管理した蓄電量比率、さらには太陽電池が発電している電
力量を管理する逐次デジタル表示するインディケータの少なくとも１種を搭載している、
請求項１～４のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電
池蓄発電一体パネル。
【請求項６】
　５～５０Ｗ仕様太陽電池パネルを２枚折りたたみ式に組み合わせる小型軽量型であり、
かつ片面厚み５０ｍｍ以下の箱型であり、太陽電池パネル最高出力当りの重量が３００ｇ
／Ｗ以下の持ち運びが容易な小型軽量キャリーバッグタイプであり、さらに取っ手および
運搬中の開放を防止する止め具を取り付けた、請求項１～５のいずれかに記載のインテリ
ジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項７】
　上記の請求項６において、さらに取っ手および運搬中の開放を防止する止め具を取り付
け、さらに太陽電池パネル２枚組み箱型を、取り外し可能な蝶番を使用して太陽電池蓄発
電一体パネルを１枚づつに取り外して使用することも出来る、インテリジェント機能付き
小型軽量型蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システム単独或いは
太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）照明器具、地震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機能、
防犯災害時監視カメラ、ビデオ、遠隔地通信ユニット、緊急警戒通報システム、モーター
や駆動機の短時間駆動システムの少なくとも１種を搭載し、さらにソーラーや風力発電を
備えた既存街路灯または電柱緊急電源を取り付け、さらにまた太陽電池、風力発電または
波力発電の自然エネルギー発電或いは燃料セル発電機器を組み合わせた、発電－蓄電また
は補助充電－放電を制御コントロールする各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーショ
ン。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システム単独或いは
太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地震感知センサ
ーに拠る警戒シグナル発信機能、防犯災害時監視カメラ、ビデオ、遠隔地通信ユニット、
ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）、緊急警戒通報システ
ム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの少なくとも１種を搭載し、さらにソーラー
や風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急電源を取り付け、さらにまたソーラー発電
への対応として太陽射光が年間を通して最適な角度である仰角を保つために平面配置での
仰角補正スタンドまたは電柱や高い処に取付け設置した場合には仰角補正遠隔治具を取り
つけて太陽光発電の効率性を最適化することができ、かつ太陽電池、風力発電または波力
発電の自然エネルギー発電機あるいは燃料セル発電機器を組み合わせた、発電－蓄電・補
助充電－放電を制御コントロールされた各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション
。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムに、電力発
電機として、既存発電機の蓄電ユニットを搭載し、かつ蓄発電ユニットとして鉛蓄電池と
比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可能な小型蓄発
電ユニットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地または水害対策
として設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合型の各種電力
発電機との蓄発電一体装置ステーション。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムに、電力発
電機として、太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機または燃料セル
電池発電機の環境適合型発電装置を搭載し、かつ蓄発電ユニットとして鉛蓄電池と比較し
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て同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可能な小型蓄発電ユニ
ットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地または水害対策として
設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合型の各種電力発電機
との蓄発電一体装置ステーション。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、インテリジェント機能搭載蓄発電システム、太陽電池蓄発電一体パネルおよ
び各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　軽量なアルミラミネート使用の小型サイズリチウムイオン二次電池セルの使用とセル組
み合わせによる各種モジュールの製作技術および熱遮断層の配置に拠る蓄発電システムの
保護技術とシステム制御技術は知られている（非特許文献１および非特許文献２）が、こ
れらは軽量小型化ではない。
【先行技術文献】
【０００３】
【非特許文献１】太陽電池とリチウムイオン電池を一体化した薄型街路灯（パナソニック
（株）社製「製品名ＥＶＥＲＬＥＤＳ」。
【非特許文献２】ジェットＮＥＫＯ（株）社製「ソラ・ウナギネオ（ＳＯＬＡ－ＵＮＡＧ
Ｉ　ＮＥＯ）」（ソーラー式ポータブル発電器、鉛電池搭載、総重量１１ｋｇｓ）。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は、防災または緊急災害時にとくに有用な携帯可能な小型軽量のインテリジェン
ト機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルおよび各種電力発電機との蓄
発電一体装置ステーションを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、リチウムイオン二次電池単独またはリチウムイオン二次電池とキャパシタ
コンデンサー併用に拠る蓄電池ユニット（１）、充放電コントローラー（図の２に内臓ま
たは外付け）、定電流ダイオード（ＣＲＤ＝Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖｅ　Ｄ
ｉｏｄｅ）（図の２に内臓または外付け）、露点変換器（ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　Ｐｏｉｎｔ　
Ｓｅｎｓｏｒ）（ＶＡＩＳＡＬＡ社製品など）（図の２に内臓または外付け）、端子レギ
ュレータ（図の２に内臓または外付け）、フロート式流量計（図の２に内臓または外付け
）、パルス幅変調機（ＰＷＭ＝Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）（図の
２に内臓または外付け）、出力コントローラー（図の２に内臓または外付け）、過充電過
放電保護回路（図の２に内臓または外付け）、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温
度ヒューズ（図の２に内臓または外付け）、サーミスタ（図の２に内臓または外付け）お
よび逆流防止ダイオード（図の２に内臓または外付け）を搭載した充放電制御システムユ
ニット（２）およびＤＣ－ＡＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　
ｃｕｒｒｅｎｔ）インバータシステム（図の３に内臓または外付け｝からなる補助充放電
制御システムユニット（３）を一体化した、充放電、蓄電および補助充放電の制御システ
ム機能を併せ有するインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体
パネルを提供することによって（請求項１）達成される。
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【０００６】
　ここで、蓄電池ユニット（１）とは主に過充放電制御が付与された蓄電機能を有するユ
ニットであり、充放電制御システムユニット（２）とは充電と放電をシステムコントロー
ルするユニットであり、また補助充放電制御システムユニット（３）とは充放電を補助的
にシステムコントロールするユニットである。さらには（１）、（２）または（３）には
、電圧、電流、電力などをコントロールし、デジタル表示する機能を付与することもでき
る。
　また、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温度ヒューズとしては、自己あるいはマ
ニュアル復帰可能な温度ヒューズまたは復帰不能な取り換え型温度ヒューズが挙げられる
。また、蓄電池ユニット（１）は、充放電制御システムユニット（２）および補助充放電
制御システム（３）のそれぞれに電気的に結合している。
　また、補助充放電制御システムユニット（３）のＤＣ－ＡＣインバータシステムとして
は、ＤＣ－ＡＣ転換インバータなどが例示される。また、補助充放電制御システムユニッ
ト（３）には、小型軽量型ＡＣ－ＤＣ（Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｄｉｒｅ
ｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）コンバータまたはこのＡＣ－ＤＣと小型軽量型ＤＣ－ＤＣ（Ｄｉ
ｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）コンバータの両者を内蔵ま
たは外付けにすることもできる。
さらにまた、充放電コントローラー（図の２に内臓または外付け）は過充電や過放電の防
止機能を有し、定電流ダイオード（ＣＲＤ＝Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖｅ　Ｄ
ｉｏｄｅ）（図の２に内臓または外付け）は充放電回路コントローラーや電力供給の切り
替えスイッチをコントロールする機能を有し、露点変換器（ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　Ｐｏｉｎｔ
　Ｓｅｎｓｏｒ）（図の２に内臓または外付け）は、温湿度センサーに拠る露点演算をコ
ントロールする機能を有し、端子レギュレータ（図の２に内臓または外付け）は入出力電
圧差を安定化させる機能を有し、フロート式流量計（図の２に内臓または外付け）は流量
測定と流量制御をする機能を有し、パルス幅変調機（ＰＷＭ＝Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　
Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）（図の２に内臓または外付け）はコンバータからのデジタル値を
目標設定されたパルス幅に変調していく機能を有し、出力コントローラー（図の２に内臓
または外付け）はシリアルやパラレルの入出力をコントロールする機能を有し、過充電過
放電保護回路（図の２に内臓または外付け）は充放電の一定領域を保ち過充電や過放電に
よる電池への負荷が発生しないようにコントロールする機能を有し、内部温度上昇に拠る
システム破壊防止用温度ヒューズ（図の２に内臓または外付け）は内部温度が一定範囲を
超えるとヒューズが切れる或いは分断することに拠って回路システムの破壊を防止する機
能を有しサーミスタ（図の２に内臓または外付け）はプログラム設定された範囲の温度範
囲をコントロールする機能を有し、さらに逆流防止ダイオード（図の２に内臓または外付
け）は内臓ＬＥＤなどが太陽発電していない夜間などに蓄電された電気を消費するなどを
防ぐ為、プログラムされた範囲以外に電流が逆流することを防止する機能を有している。
そして、これらは充放電制御システムユニット（２）に搭載（内臓または外付け）されて
いて、それぞれ充放電制御に重要な役割を果たしている。またこれらを搭載することによ
り、本考案の目的とするインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電
一体パネルを得ることができる。
【０００７】
　上記目的は、さらに人感センサー、照度センサー、振動センサー、温度湿度センサーお
よびＬＥＤ照明システムから選ばれる少なくとも一種を搭載していることによって（請求
項２）、さらに好適に達成される。
【０００８】
　上記目的は、照明器具の取り付けポート、人感センサーによる照明動作コントローラー
、照度検知に拠る点灯から消灯を管理する照度コントローラーを搭載し、さらに出力不足
を補充する外部充電ポートや携帯電話、パソコン、電気ヒーター、電気防虫駆除器など一
般的に家電機器として使用可能なポート、ＡＣ１００Ｖポート、ＡＣ２００Ｖ三相ポート
、これらのＡＣポートに類似するＡＣ電圧ポート、ＡＣ－ＤＣコンバータ外付けポート、
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２４９Ｖまで使用可能な外付けＤＣ－ＤＣコンバータのいづれかのポートから選ばれる少
なくとも１種を搭載することによって（請求項３）、より好適に達成される。これらのポ
ートをＵＳＢ取り付けポートにしても良い。
【０００９】
　搭載されるＤＣ－ＡＣインバータは正弦波或いは疑似正弦波のいづれのインバータ機能
をもつものでも差支えないが、正弦波の機能を有するものが好適である。
　また、照明器具としては、特に消費電力が少なく、寿命が長いＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）照明器具が好適である。
　さらに、小型軽量ＤＣ－ＤＣコンバータとしては、自動車蓄電池などから電流を導入す
るＤＣ－ＤＣコンバータなどが挙げられ、自動車のシガーライター部に外付け可能なコネ
クタを使用して補助電源を取り入れることも好適である。
【００１０】
　上記目的は、蓄電池ユニット（１）のリチウムイオン二次電池は、円筒缶、アルミ角缶
、アルミラミネート単一セル、アルミラミネートセル組みモジュールおよびその組み合せ
モジュールからなる電池のいづれかであり、さらにリチウムイオン二次電池またはキャパ
シタコンデンサーは、充放電保護回路、温度ヒューズおよびサーミスタを有する、１０ｇ
／Ｗ以下の軽量蓄電池であり、かつ前記蓄電池は、太陽電池パネル最大出力（Ｐｍ）５Ｗ
から５０Ｗの１枚パネルの表面積寸法が１１０ｃｍ２／Ｗ以下で、外枠厚みが５０ｍｍ以
下の小型サイズ太陽電池パネル枠内に装備された、請求項１～３のいずれかに記載のイン
テリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル（請求項４）を提
供することによってさらに好適に達成される。
　ここで、１０ｇ／Ｗ以下の軽量蓄電池としては、たとえば１２Ｖ１２０Ｗ仕様で蓄電池
重量９９０グラム以下の軽量蓄電池、１２Ｖ１８０Ｗ仕様で蓄電池重量１５９０グラム以
下の軽量蓄電池などが挙げられる。また、１０ｇ／Ｗ以下の軽量蓄電池の下限値としては
４．５ｇ／Ｗ以上が最適であり、さらに好適には６ｇ／Ｗ以上である。
　また、１枚パネルの表面積寸法の下限値は７０ｃｍ２／Ｗ以上が最適であり、さらに好
適には９０ｃｍ２／Ｗ以上である。
【００１１】
　上記目的は、蓄発電システムの内外部からの熱上昇による、劣化や故障を防止するため
に、日照時での太陽電池パネル温度が高温になっても機器外周温度を５５℃以下に抑制す
る熱遮断塗料または熱溶融性樹脂封止シートからなる熱遮断層を太陽電池パネル裏面に設
け、かつ太陽電池パネル裏面のインテリジェント機能付き蓄発電システム機器を搭載して
いるスペース部に、温度センサー、５０℃以上の温度検知にて駆動する冷却ファンシステ
ム、蓄電池ユニットの放電可能電圧と電流を管理する蓄電量比率、さらには太陽電池が発
電している電力量を管理する逐次デジタル表示するインディケータの少なくとも１種を搭
載することによって（請求項５）より好適に達成される。
【００１２】
　ここで劣化、故障とは、電源やＩＣ回路部品などの本発明に使用される部品の劣化、故
障を意味する。
　熱遮断層の熱遮断塗料としては、アクリルシリコン系塗料、アルコキシラン化合物系塗
料、セラミック粉末塗料などが挙げられる。また熱可塑性樹脂封止シートとしては、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、カルボン酸変性ＰＥ，カルボン酸変性ＰＰ、
エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）、ポリフェニレンスルファイト（ＰＰＳ）、ポ
リテトラフロロエチレン（テフロン；ＰＴＦＥ）、その他耐熱性樹脂などからなるシート
が挙げられ、不燃性イオン導電材（パイオトレック株式会社製”ＣＰカイザー”使用）を
塗料に混合使用したり、シートに同イオン導電材を含浸不燃処理した発砲シートを使用す
ることが好適である。
【００１３】
　上記目的は、５～５０Ｗ仕様パネル２枚を折りたたみ式に組み合わせる小型軽量型であ
り、かつ片面厚み５０ｍｍ以下の箱型であり、太陽電池パネル最高出力当りの重量が３０
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０ｇ／Ｗ以下の持ち運びが容易な小型軽量キャリーバッグタイプであり、さらに取っ手お
よび運搬中の開放を防止する止め具を取り付けることにより（請求項６）より好適に達成
される。
　ここで、箱の片面厚みは、さらに好適には４０ｍｍ以下であり、最適には３５ｍｍ以下
である。また、太陽電池パネル最高出力当りの重量は、さらに好適には２００ｇ／Ｗ以下
であり、最適には１５０ｇ／Ｗ以下である。太陽電池パネル最高出力当りの重量の下限値
は、５０ｇ／Ｗ以上が好適であり、さらに好適には８０ｇ／Ｗ以上である。たとえば、太
陽電池パネルの縦横寸法４０ｍｍ以下の２枚組み１２Ｖ１２０Ｗの場合は、総重量が５ｋ
ｇ以下が好適である。
【００１４】
　上記目的は、上記の請求項６において、さらに取っ手および運搬中の開放を防止する止
め具を取り付け、さらに太陽電池パネル２枚組み箱型を、取り外し可能な蝶番を使用して
、太陽電池蓄発電一体パネルを１枚づつに取り外して使用する、インテリジェント機能付
き小型軽量型蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル（請求項７）を提供するこ
とによってより好適に達成される。
【００１５】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ム単独或いは太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地
震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機能、防犯災害時監視カメラ、ビデオ、ＧＰＳ、
遠隔地通信ユニット、緊急警戒通報システム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの
少なくとも１種を搭載し、さらにソーラーや風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急
電源を取り付け、さらにまた太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電或
いは燃料セル発電機器を組み合わせた、発電－蓄電または補助充電－放電を制御コントロ
ールする各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション（請求項８）を提供することに
よって、より好適に達成される。
【００１６】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ム単独或いは太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地
震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機能、防犯災害時監視カメラ、ビデオ、ＧＰＳ（
Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）、遠隔地通信ユニット、緊急警
戒通報システム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの少なくとも１種を搭載し、さ
らにソーラーや風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急電源を取り付け、さらにまた
ソーラー発電への対応として太陽射光が年間を通して最適な角度である仰角を保つために
平面配置での仰角補正スタンドまたは電柱や高い処に取付け設置した場合には仰角補正遠
隔治具を取りつけて太陽発電の効率性を最適化することができ、かつ太陽電池、風力発電
または波力発電の自然エネルギー発電機あるいは燃料セル発電機器を組み合わせた、発電
－蓄電・補助充電－放電を制御コントロールされた各種電力発電機との蓄発電一体装置ス
テーション（請求項９）を提供することによってより好適に達成される。
【００１７】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ムに、電力発電機として、既存発電機の蓄電ユニットを搭載し、かつ蓄発電ユニットとし
て鉛蓄電池と比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可
能な小型蓄発電ユニットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地ま
たは水害対策として設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合
型の各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション（請求項１０）を提供することによ
り好適に達成される。
【００１８】
　ここで、既存発電機としては、ディーゼル発電機などが好適に使用される。
また、蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地としては、鉛蓄電池のような大型電
池では設置出来ない場所が挙げられる。
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【００１９】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ムに、電力発電機として、太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機ま
たは燃料セル電池発電機の環境適合型発電装置を搭載し、かつ蓄発電ユニットとして鉛蓄
電池と比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５０％以上削減可能な小
型蓄発電ユニットを使用し、かつ蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地または水
害対策として設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置することが可能な、環境適合型の各
種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション（請求項１１）を提要することによってよ
り好適に達成される。
【考案の効果】
【００２０】
　　本考案によれば、防災または緊急災害時の停電時にとくに有用な携帯可能な小型軽量
で、充放電、蓄電および補助充放電の制御システムを併せ有するインテリジェント機能付
き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルを得ることができる。また、これらと
各種発電機とを組み合わせることにより、蓄発電一体ステーションを得ることができる。
　これに拠って、ライフラインの通信機能維持や住民への警報、情報通知や交信、夜間照
明を安全に確保することができる。また、充電されたステーションを、自由に持ち出し可
能な折りたたみキャリーバッグ形式にすることに拠って、これらを既存街路灯やソーラー
、風力街路灯に取付け、緊急対策電源として利用できる。また、ライフラインの通信機能
を管轄する人や避難民が使用することにより、設置する場所を大幅に拡大することができ
る。さらに、電源がない場所においてノートパソコン、携帯電話、ゲーム機、ポータブル
デジタルカメラ、ビデオなどの家電製品の補充電源、屋外でのＬＥＤ照明、簡易な音楽や
映画鑑賞、イルミネーションなどの娯楽、そして広告宣伝用装飾の電源としても活用出来
る。さらに、軍事用移動通信機などへの小型軽量な補助電源としても活用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】　本考案の蓄発電システムの平面図（折りたたみ式両面タイプの太陽電池パネル
面）
【００２２】
【図２】　図１の裏面図
【００２３】
【図３】　図１の側面図（操作面と蝶番面と外部コネクトＬＥＤ照明）
【００２４】
【図４】　図１の底面図
【００２５】
【図５】　図１の太陽電池パネルの使用図（請求項１～３）
【００２６】
【図６】　本考案のカバン型蓄発電ユニット（請求項７）
【００２７】
【図７】　本考案の緊急電源取付け治具（請求項８）
【００２８】
【図８】　本考案の太陽射光を一年を通して変化する仰角に調整可能なスタンドや遠隔角
度補正治具（請求項９）
【考案を実施するための形態】
【００２９】
　本考案は、上記したとおり、蓄電池ユニット（１）、充放電制御システム（２）を一体
化したシステム機能保有して、補助充放電制御システム機能を併せ有し、かつ軽量で小型
化されたインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルであ
ることが最大の特徴である。このような軽量で小型化するためには、蓄電池ユニット（１
）を軽量で小型化することが最適である。蓄電池ユニットを軽量で小型化するためには、
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軽量でコンパクトな二次電池を搭載することが好適である。この二次電池は、軽量でコン
パクトなリチウムイオン二次電池（ＬＩＢ＝Ｌｉｔｈｉｕｍ　Ｉｏｎ　Ｂａｔｔｅｒｙ）
が最適であり、特に軽量で安全性の高いラミネートセル型過充放電防止回路および温度ヒ
ューズ搭載ＬＩＢモジュール（パイオトレック株式会社製ＰｅｌＬｉｃｌｅ－ＬＩＢモジ
ュールを使用）が最適である。
　本考案を以下の実施形態に基づいて説明する。
【００３０】
実施形態１（ステーションの形態）
　本発明の太陽電池蓄発電一体パネルを、請求項８記載の設置環境適合型発電装置と組合
せて（両者の一体組み合わせ方式または分離型方式）ステーションとして使用する。蓄電
池ユニット（１）としては　軽量でコンパクトな持ち運びが簡単なポータブル方式とする
。これにより、１０Ｗ太陽電池モジュールを２個連結した蓄電池ユニット（１）とする。
充放電制御システムユニット（２）とＤＣ－ＡＣインバータを内部装備した補助充放電制
御システム（３）には小型軽量化ＤＣ－ＤＣコンバータおよび小型軽量化ＡＣ－ＤＣコン
バータを外付けしたポートを搭載し、１２Ｖ１２０Ｗ電源搭載した太陽電池蓄発電一体パ
ネルキャリーバッグの総重量を５．５ｋｇ以内に軽量化することができ、５．０ｋｇ以下
が好適で、４．５ｋｇ以下が最適である。
【００３１】
実施形態２（システムまたはパネルの形態）
　本考案に使用の太陽電池蓄発電システムユニットに１モジュール以上の汎用太陽電池パ
ネルをハーネスにて結合し、蝶番等を取り付けて折りたたみ式として組み立てる。さらに
、組み立てた太陽電池蓄発電システムユニットの各モジュールパネルを個々に取り外し、
太陽光照射の受け角度を補正することや太陽パネルの発電効率の欠点である陰がパネルに
出来た場合に大幅な発電力急降下を起こすことへの対策として２枚パネルを太陽光照射の
受け角度に変化を持たせる変角度スタンド治具を設置して、それぞれのモジュールパネル
が太陽射光を一年間通して地域別季節別そして日照時間での太陽光を最も効率的に取り込
む角度である仰角が維持出来るように平面或いは柱や壁などに治具を取り付けて設置する
。また電柱や高い処に取付け設置した場合には遠隔角度補正治具を設置することにより、
効率の良い発電条件を設定することもできる。この場合、太陽電池蓄発電システムユニッ
トを結合しても良く、連結する太陽電池モジュール数に制限はない。
【００３２】
実施形態３（システムまたはパネルの形態）
　１パネル最高出力５Ｗ以上のモジュールを２個以上組み合わせた太陽電池パネルを地面
に置いて太陽射光を集光するに最適な仰角を維持する折りたたみ式支え台を太陽電池セル
パネルの裏側に設置し、２モジュール以上の太陽電池パネルが運搬しやすいキャリーバッ
グ形式の持ち手を付ける。運搬移動中に太陽電池パネルが途中で開かないように固定化が
出来るフックを取りつける。
【００３３】
実施形態４（システムまたはパネルの形態）
　壁や柱などの１ｍ以上の高さ、好適には１．５ｍ以上の高さにフック或いは治具取付け
ねじ止め、そこに本発明のシステムまたはパネルを設置して使用する。電柱や高い処に設
置する場合には、太陽射光を集光するに最適な太陽電池パネル仰角を維持する為に、太陽
電池パネル設置受け台治具の付け根にモータ式仰角遠隔補正治具を設置することもできる
。
【００３４】
実施形態５（システムまたはパネルの形態）
　日照時間や太陽光強度不足による発電量が不足する場合には、家庭用電源１００から１
２５Ｖ家庭用電源、鉛蓄電池、アルカリ蓄電池、Ｎｉ－Ｈ蓄電池等の既設蓄電池から、Ｄ
Ｃ－ＡＣ転換して電流を取り込むか、または自動車鉛蓄電池などからＤＣ－ＤＣ電流を取
り込む。さらに、太陽電池による発電力に依存するだけでなく、風力発電機、波力発電機
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、または燃料セル発電機などの自然エネルギー発電機との組み合わせにより発電量を確保
することができる。
【００３５】
実施形態６（システムまたはパネルの形態）
　地震、台風、水害、事故等による災害が発生した場合、緊急非常電源として、さらには
軍事作戦上の携帯電源として利用する。本考案のシステムまたはパネルは、軽量で容積も
小さいので小型電源として極めて有用である。因みに、パソコン１２Ｖ２４Ｗ仕様を本発
明の蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルの１２Ｖ１２０Ｗ仕様に使用した場
合、３時間以上の連続使用が可能である。また、５ＷＬＥＤ照明の場合は、２０時間以上
の連続の照明が可能である。さらに、ＵＳＢポートからの携帯電話、カメラなどに代表さ
れる携帯用電気器具への充電電源としても使用される。また、天災発生の緊急告知表示板
や警報サイレンやシグナルなどの稼働電源、緊急対策の通信機器や画像通信機の電源など
に使用することが出来る。既設太陽電池や風力発電外灯などの施設に緊急用電源として、
本考案のシステムまたはパネルを、後付け治具を使用して取付けることもできる。防災及
び緊急有事用として必要に応じたシステムまたはパネル個数及び後付け治具を常備してお
き、緊急事態発生時に必要個数を発生現場等に分散配置し、多角的地域通信システムの緊
急対応電源として、更に夜間照明の確保や簡易ヒーターや伝熱使用の電源としても活用で
きる。
【００３６】
実施形態７（システムまたはパネルの形態）
　雨天の時に使用する場合には、本発明のシステムまたはパネルを防水処理しておくこと
もできる。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本考案のインテリジェント蓄発電システム、太陽電池蓄発電一体パネルまたは蓄発電ス
テーションは、防災または緊急災害時にとくに有用であり、携帯電話などの通信機、パソ
コン、カメラなどの電源として利用でき、さらにまた夜間照明（人感センサーによる人が
いる時に点灯）や湯沸かしや暖房ヒーターなどの熱源の電源などにも利用できる。
【符号の説明】
【００３８】
１　　蓄電池ユニット（リチウムイオン二次電池・キャパシタ・コンデンサ組み）
２　　充放電制御システムおよびプログラムマイコンユニットとデジタル電力発電量表示
　　　液晶
３　　ＤＣ－ＡＣインバーター
４　　人感センサーとＬＥＤランプ
５　　ＡＣ－ＤＣ・ＤＣ－ＤＣコンバータポート
６　　外部照度センサー
７　　ソーラーパネル結合ポート（アレイ構成ポート）
８　　ＵＳＢポート
９　　冷却ファン
１０　マイコンスイッチと稼働パイロットランプ
１１　太陽電池リード線口
１２　メインスイッチと稼働パイロットランプ
１３　人感センサー
１４　人感センサーＬＥＤランプ
１５　外付けＬＥＤ照明ポート
１６　取り付け型折りたたみ式仰角スタンド取り付け口
１７　折りたたみロック
１８　折りたたみ蝶番
１９　カバン型取っ手
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２０　蓄発電システム面の蓋
２１　太陽パネル裏面熱遮断層部（塗料塗り或シート貼り合わせ）
２２　外付けＬＥＤ器具（ランプ、イルミネーション、ＬＥＤ信号・誘導ボード、警告Ｌ
　　　ＥＤ表示ボード、ＬＥＤ広告ボードなどのＬＥＤ器具類）
２３　平面設置スタンド（太陽射光仰角四季表示付き：夏至、冬至、春秋分日仰角）
２４　平面設置スタンドの留めネジ
２５　緊急電源取付治具－太陽パネル取付台遠隔操作仰角補正機付き
２６　ＡＣ電源ポート
【手続補正書】
【提出日】平成23年5月25日(2011.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオン二次電池単独またはリチウムイオン二次電池とキャパシタコンデンサー
併用に拠る蓄電池ユニット（１）、充放電コントローラー、定電流ダイオード（ＣＲＤ＝
Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖｅ　Ｄｉｏｄｅ）、露点変換器（ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　
Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｎｓｏｒ）、端子レギュレータ、フロート式流量計、パルス幅変調機（
ＰＷＭ＝Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）、出力コントローラー、過充
電過放電保護回路、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温度ヒューズ、サーミスタお
よび逆流防止ダイオードを搭載した充放電制御システムユニット（２）およびＤＣ－ＡＣ
（Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ）インバータシ
ステムからなる補助充放電制御システムユニット（３）を一体化した、充放電、蓄電およ
び補助充放電の制御システム機能を併せ有するインテリジェント機能付き蓄発電システム
または太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項２】
　さらに、人感センサー、照度センサー、振動センサー、温度湿度センサーおよびＬＥＤ
照明システムから選ばれる少なくとも一種を搭載している、請求項１記載のインテリジェ
ント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項３】
　照明器具の取り付けポート、人感センサーによる照明動作コントローラー、照度検知に
拠る点灯から消灯を管理する照度コントローラーを搭載し、さらに出力不足を補充する外
部充電ポート、携帯電話ポート、パソコン電源のポート、ＡＣ１００Ｖポート、ＡＣ２０
０Ｖ三相ポート、これらのＡＣポートに類似するＡＣ電圧ポート、外付け小型軽量ＡＣ－
ＤＣコンバータポート、小型軽量ＤＣ－ＤＣコンバータポート、２４９Ｖまで使用可能な
外付けＤＣ－ＤＣコンバータポートのいずれかのポートから選ばれる少なくとも１種を搭
載している、請求項１または２記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太
陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項４】
　蓄電池ユニット（１）のリチウムイオン二次電池は、円筒缶、アルミ角缶、アルミラミ
ネート単一セル、アルミラミネートセル組みモジュールおよびその組み合せからなる電池
のいづれかであり、さらにリチウムイオン二次電池またはキャパシタコンデンサーは、充
放電保護回路、温度ヒューズおよびサーミスタを有する、１０ｇ／Ｗ（ワット）以下の軽
量蓄電池であり、かつ前記蓄電池は、太陽電池パネル最大出力（Ｐｍ）５Ｗから５０Ｗの
１枚パネルの表面積寸法が１１０ｃｍ２／Ｗ以下で、外枠厚みが５０ｍｍ以下の小型サイ
ズ太陽電池パネルの枠内に装備された、請求項１～３のいずれかに記載のインテリジェン
ト機能付き太陽電池蓄発電一体パネル。
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【請求項５】
　蓄発電システムの内外部からの熱上昇による、劣化や故障を防止するために、日照時で
の太陽電池パネル温度が高温になっても機器外周温度を５５℃以下に抑制する熱遮断塗料
または熱可塑性樹脂封止シートからなる熱遮断層を太陽電池パネル裏面に設け、かつ温度
センサー、５０℃以上の温度検知にて駆動する冷却ファンシステム、蓄電池ユニットの放
電可能電圧と電流を管理した蓄電量比率および太陽電池が発電している電力量を管理する
逐次デジタル表示のインディケータの少なくとも１種を搭載している、請求項１～４のい
ずれかに記載のインテリジェント機能付き太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項６】
　５～５０Ｗ仕様太陽電池パネルを２枚折りたたみ式に組み合わせる小型軽量型であり、
かつ片面厚み５０ｍｍ以下の箱型であり、太陽電池パネル最大出力当りの重量が３００ｇ
／Ｗ以下の持ち運びが容易な小型軽量キャリーバッグタイプであり、さらに取っ手および
運搬中の開放を防止する止め具を取り付けた、請求項１～５のいずれかに記載のインテリ
ジェント機能付き太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項７】
　上記の請求項６において、さらに取っ手および運搬中の開放を防止する止め具を取り付
け、さらに太陽電池パネル２枚組み箱型を、取り外し可能な蝶番を使用して太陽電池蓄発
電一体パネルを１枚づつに取り外して使用することも出来る、インテリジェント機能付き
小型軽量型太陽電池蓄発電一体パネル。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠
るＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）照明器具、地震感知セン
サーに拠る警戒シグナル発信機、防犯災害時監視カメラ、ビデオ、遠隔地通信ユニット、
緊急警戒通報システム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの少なくとも１種を搭載
して所望の機能を付与し、さらにソーラーや風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急
電源を取り付けてこれらの発電機能を強化し、さらにまた太陽電池、風力発電または波力
発電の自然エネルギー発電或いは燃料セル発電池を取り付けて発電機能を強化した、発電
－蓄電または補助充電－放電を制御コントロールする各種電力発電機との蓄発電一体装置
ステーション。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載の太陽電池蓄発電一体パネルに、人感センサー機能に拠
るＬＥＤ照明器具、地震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機、防犯災害時監視カメラ
、ビデオ、遠隔地通信ユニット、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）、緊急警戒通報システム、モーターや駆動機の短時間駆動システムの少なくと
も１種を搭載して所望の機能を付与し、さらにソーラーや風力発電を備えた既存街路灯ま
たは電柱緊急電源を取り付けてこれらの発電機能を強化し、さらにまた太陽射光が年間を
通して最適な角度である仰角を保つために太陽電池蓄発電一体パネルの平面配置での仰角
補正スタンドまたは電柱や高い処に取付け設置した場合には仰角補正遠隔治具を取りつけ
て太陽光発電の効率性を最適化し、かつ太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネル
ギー発電機あるいは燃料セル発電機を取り付けて発電機能を強化した、発電－蓄電・補助
充電－放電を制御コントロールされた各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション。
【請求項１０】
　請求項１～３のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システムに、電力発
電機として、太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機または燃料セル
電池発電機の環境適合型発電装置を搭載した、環境適合型の各種電力発電機との蓄発電一
体装置ステーション。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、インテリジェント機能搭載蓄発電システム、太陽電池蓄発電一体パネルおよ
び各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　軽量なアルミラミネート使用の小型サイズリチウムイオン二次電池セルの使用とセル組
み合わせによる各種モジュールの製作技術および熱遮断層の配置に拠る蓄発電システムの
保護技術とシステム制御技術は知られている（非特許文献１および非特許文献２）が、こ
れらは軽量小型化ではない。
【先行技術文献】
【０００３】
【非特許文献１】太陽電池とリチウムイオン電池を一体化した薄型街路灯（パナソニック
（株）社製「製品名ＥＶＥＲＬＥＤＳ」。
【非特許文献２】ジェットＮＥＫＯ（株）社製「ソラ・ウナギネオ（ＳＯＬＡ－ＵＮＡＧ
Ｉ　ＮＥＯ）」（ソーラー式ポータブル発電器、鉛電池搭載、総重量１１ｋｇｓ）。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は、防災または緊急災害時にとくに有用な携帯可能な小型軽量のインテリジェン
ト機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルおよび各種電力発電機との蓄
発電一体装置ステーションを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、リチウムイオン二次電池単独またはリチウムイオン二次電池とキャパシタ
コンデンサー併用に拠る蓄電池ユニット（１）、充放電コントローラー（図中の符号２に
内蔵または外付け）、定電流ダイオード（ＣＲＤ＝Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖ
ｅ　Ｄｉｏｄｅ）（図中の符号２に内蔵または外付け）、露点変換器（ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　
Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｎｓｏｒ）（ＶＡＩＳＡＬＡ社製品など）、端子レギュレータ、フロー
ト式流量計、パルス幅変調機（ＰＷＭ＝Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
）、出力コントローラー、過充電過放電保護回路、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止
用温度ヒューズ、サーミスタおよび逆流防止ダイオードを搭載した充放電制御システムユ
ニット（２）およびＤＣ－ＡＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　
ｃｕｒｒｅｎｔ）インバータシステムからなる補助充放電制御システムユニット（３）を
一体化した、充放電、蓄電および補助充放電の制御システム機能を併せ有するインテリジ
ェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルを提供することによって
（請求項１）達成される。
【０００６】
　ここで、蓄電池ユニット（１）とは主に過充放電制御が付与された蓄電機能を有するユ
ニットであり、充放電制御システムユニット（２）とは充電と放電をシステムコントロー
ルするユニットであり、また補助充放電制御システムユニット（３）とは充放電を補助的
にシステムコントロールするユニットである。さらには（１）、（２）または（３）には
、電圧、電流、電力などをコントロールし、デジタル表示する機能を付与することもでき
る。
　また、内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温度ヒューズとしては、自己あるいはマ
ニュアル復帰可能な温度ヒューズまたは復帰不能な取り換え型温度ヒューズが挙げられる
。また、蓄電池ユニット（１）は、充放電制御システムユニット（２）および補助充放電
制御システム（３）のそれぞれに電気的に結合している。
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　また、補助充放電制御システムユニット（３）のＤＣ－ＡＣインバータシステムとして
は、ＤＣ－ＡＣ転換インバータなどが例示される。また、補助充放電制御システムユニッ
ト（３）には、小型軽量型ＡＣ－ＤＣ（Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｄｉｒｅ
ｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）コンバータまたはこのＡＣ－ＤＣと小型軽量型ＤＣ－ＤＣ（Ｄｉ
ｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）コンバータの両者を内蔵ま
たは外付けにすることもできる。
　さらにまた、充放電コントローラーは過充電や高放電の防止機能を有し、定電流ダイオ
ード（ＣＲＤ＝Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｖｅ　Ｄｉｏｄｅ）は充放電回路コン
トローラーや電力供給の切り替えスイッチをコントロールする機能を有し、露点変換器（
ＤＰＳ＝Ｄｕｅ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｎｓｏｒ）は、温湿度センサーに拠る露点演算をコン
トロールする機能を有し、端子レギュレータは入出力電圧差を安定化させる機能を有し、
フロート式流量計は流量測定と流量制御をする機能を有し、パルス幅変調機（ＰＷＭ＝Ｐ
ｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）はコンバータからのデジタル値を目標設
定されたパルス幅に変調していく機能を有し、出力コントローラーはシリアルやパラレル
の入出力をコントロールする機能を有し、過充電過放電保護回路は充放電の一定領域を保
ち過充電や過放電による電池への負荷が発生しないようにコントロールする機能を有し、
内部温度上昇に拠るシステム破壊防止用温度ヒューズは内部温度が一定範囲を超えるとヒ
ューズが切れる或いは分断することに拠って回路システムの破壊を防止する機能を有し、
サーミスタはプログラム設定された範囲の温度範囲をコントロールする機能を有し、さら
に逆流防止ダイオードは内蔵ＬＥＤなどが太陽発電していない夜間などに蓄電された電気
を消費するなどを防ぐ為、プログラムされた範囲以外に電流が逆流することを防止する機
能を有している。そして、これらは充放電制御システムユニット（２）に搭載（内蔵また
は外付け）されていて、それぞれ充放電制御に重要な役割を果たしている。またこれらを
搭載することにより、本考案の目的とするインテリジェント機能付き蓄発電システムまた
は太陽電池蓄発電一体パネルを得ることができる。
【０００７】
　上記目的は、さらに人感センサー、照度センサー、振動センサー、温度湿度センサーお
よびＬＥＤ照明システムから選ばれる少なくとも一種を搭載していることによって（請求
項２）、さらに好適に達成される。
【０００８】
　上記目的は、照明器具の取り付けポート、人感センサーによる照明動作コントローラー
、照度検知に拠る点灯から消灯を管理する照度コントローラーを搭載し、さらに出力不足
を補充する外部充電ポート、携帯電話ポート、パソコン電源のポート、電気ヒーター、電
気防虫駆除器など一般的に家電機器として使用出来るポート、ＡＣ１００Ｖポート、ＡＣ
２００Ｖ三相ポート、これらのＡＣポートに類似するＡＣ電圧ポート、ＡＣ－ＤＣコンバ
ータ外付けポート、２４９Ｖまで使用可能な外付けＤＣ－ＤＣコンバータポートのいづれ
かのポートから選ばれる少なくとも１種を搭載することによって（請求項３）、より好適
に達成される。これらのポートをＵＳＢ取り付けポートにしても良い。
【０００９】
　搭載されるＤＣ－ＡＣインバータは正弦波或いは疑似正弦波のいづれのインバータ機能
をもつものでも差支えないが、正弦波の機能を有するものが好適である。
　また、照明器具としては、特に消費電力が少なく、寿命が長いＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）照明器具が好適である。
　さらに、小型軽量ＤＣ－ＤＣコンバータとしては、自動車蓄電池などから電流を導入す
るＤＣ－ＤＣコンバータなどが挙げられ、自動車のシガーライター部に外付け可能なコネ
クタを使用して補助電源を取り入れることも好適である。
【００１０】
　上記目的は、蓄電池ユニット（１）のリチウムイオン二次電池は、円筒缶、アルミ角缶
、アルミラミネート単一セル、アルミラミネートセル組みモジュールおよびその組み合せ
モジュールからなる電池のいづれかであり、さらにリチウムイオン二次電池またはキャパ
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シタコンデンサーは、充放電保護回路、温度ヒューズおよびサーミスタを有する、１０ｇ
／Ｗ以下の軽量蓄電池であり、かつ前記蓄電池は、太陽電池パネル最大出力（Ｐｍ）５Ｗ
から５０Ｗの１枚パネルの表面積寸法が１１０ｃｍ２／Ｗ以下で、外枠厚みが５０ｍｍ以
下の小型サイズ太陽電池パネル枠内に装備された、請求項１～３のいずれかに記載のイン
テリジェント機能付き太陽電池蓄発電一体パネル（請求項４）を提供することによってさ
らに好適に達成される。
　ここで、１０ｇ／Ｗ以下の軽量蓄電池としては、たとえば１２Ｖ１２０Ｗ仕様で蓄電池
重量９９０グラム以下の軽量蓄電池、１２Ｖ１８０Ｗ仕様で蓄電池重量１５９０グラム以
下の軽量蓄電池などが挙げられる。また、１０ｇ／Ｗ以下の軽量蓄電池の下限値としては
４．５ｇ／Ｗ以上が最適であり、さらに好適には６ｇ／Ｗ以上である。
　また、１枚パネルの表面積寸法の下限値は７０ｃｍ２／Ｗ以上が最適であり、さらに好
適には９０ｃｍ２／Ｗ以上である。
【００１１】
　上記目的は、蓄発電システムの内外部からの熱上昇による、劣化や故障を防止するため
に、日照時での太陽電池パネル温度が高温になっても機器外周温度を５５℃以下に抑制す
る熱遮断塗料または熱溶融性樹脂封止シートからなる熱遮断層を太陽電池パネル裏面に設
け、かつ温度センサー、５０℃以上の温度検知にて駆動する冷却ファンシステム、蓄電池
ユニットの放電可能電圧と電流を管理する蓄電量比率および太陽電池が発電している電力
量を管理する逐次デジタル表示のインディケータの少なくとも１種を搭載することによっ
て（請求項５）より好適に達成される。
【００１２】
　ここで劣化、故障とは、電源やＩＣ回路部品などの本発明に使用される部品の劣化、故
障を意味する。
　熱遮断層の熱遮断塗料としては、アクリルシリコン系塗料、アルコキシラン化合物系塗
料、セラミック粉末塗料などが挙げられる。また熱可塑性樹脂封止シートとしては、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、カルボン酸変性ＰＥ，カルボン酸変性ＰＰ、
エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）、ポリフェニレンスルファイト（ＰＰＳ）、ポ
リテトラフロロエチレン｛テフロン（登録商標）；ＰＴＦＥ｝、その他耐熱性樹脂などか
らなるシートが挙げられ、不燃性イオン導電材（パイオトレック株式会社製“ＣＰカイザ
ー”使用）を塗料に混合使用したり、シートに同イオン導電材を含浸不燃処理した発砲シ
ートを使用することが好適である。
【００１３】
　上記目的は、５～５０Ｗ仕様パネル２枚を折りたたみ式に組み合わせる小型軽量型であ
り、かつ片面厚み５０ｍｍ以下の箱型であり、太陽電池パネル最大出力当りの重量が３０
０ｇ／Ｗ以下の持ち運びが容易な小型軽量キャリーバッグタイプであり、さらに取っ手お
よび運搬中の開放を防止する止め具を取り付けることにより（請求項６）より好適に達成
される。
　ここで、箱の片面厚みは、さらに好適には４０ｍｍ以下であり、最適には３５ｍｍ以下
である。また、太陽電池パネル最大出力当りの重量は、さらに好適には２００ｇ／Ｗ以下
であり、最適には１５０ｇ／Ｗ以下である。太陽電池パネル最大出力当りの重量の下限値
は、５０ｇ／Ｗ以上が好適であり、さらに好適には８０ｇ／Ｗ以上である。たとえば、太
陽電池パネルの縦横寸法４０ｍｍ以下の２枚組み１２Ｖ１２０Ｗの場合は、総重量が５ｋ
ｇ以下が好適である。
【００１４】
　上記目的は、上記の請求項６において、さらに取っ手および運搬中の開放を防止する止
め具を取り付け、さらに太陽電池パネル２枚組み箱型を、取り外し可能な蝶番を使用して
、太陽電池蓄発電一体パネルを１枚づつに取り外して使用する、インテリジェント機能付
き小型軽量型太陽電池蓄発電一体パネル（請求項７）を提供することによってより好適に
達成される。
【００１５】
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　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載の太陽電池蓄発電一体パネルに、人感セン
サー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機、防犯災害
時監視カメラ、ビデオ、ＧＰＳ、遠隔地通信ユニット、緊急警戒通報システム、モーター
や駆動機の短時間駆動システムの少なくとも１種を搭載して所望の機能を付与し、さらに
ソーラーや風力発電を備えた既存街路灯または電柱緊急電源を取り付けてこれらの発電機
能を強化し、さらにまた太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機また
は燃料セル電池を取り付けて発電機能を強化した、発電－蓄電または補助充電－放電を制
御コントロールする各種電力発電機との蓄発電一体装置ステーション（請求項８）を提供
することによって、より好適に達成される。
【００１６】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載の太陽電池蓄発電一体パネルに、人感セン
サー機能に拠るＬＥＤ照明器具、地震感知センサーに拠る警戒シグナル発信機、防犯災害
時監視カメラ、ビデオ、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ
）、遠隔地通信ユニット、緊急警戒通報システム、モーターや駆動機の短時間駆動システ
ムの少なくとも１種を搭載して所望の機能を付与し、さらにまたソーラーや風力発電を備
えた既存街路灯または電柱緊急電源を取り付けてこれらの発電機能を強化し、さらにまた
太陽射光が年間を通して最適な角度である仰角を保つために太陽電池蓄発電一体パネルの
平面配置での仰角補正スタンドまたは電柱や高い処に取付け設置した場合には仰角補正遠
隔治具を取りつけて太陽光発電の効率性を最適化し、かつ太陽電池、風力発電または波力
発電の自然エネルギー発電機あるいは燃料セル電池を取り付けて発電機能を強化した、発
電－蓄電・補助充電－放電を制御コントロールされた各種電力発電機との蓄発電一体装置
ステーション（請求項９）を提供することによってより好適に達成される。
【００１７】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ムに、電力発電機として、既存発電機の蓄電ユニットを搭載した、環境適合型の各種電力
発電機との蓄発電一体装置ステーションを提供することにより好適に達成される。蓄発電
ユニットとして、鉛蓄電池と比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サイズが５
０％以上削減可能な小型蓄発電ユニットを使用することにより、蓄電池の持ち運びや設置
条件が制限される僻地または水害対策として設置される１５０ｃｍ以上の高さに設置する
ことが可能となる。
【００１８】
　ここで、既存発電機としては、ディーゼル発電機などが好適に使用される。
また、蓄電池の持ち運びや設置条件が制限される僻地としては、鉛蓄電池のような大型電
池では設置出来ない場所が挙げられる。
【００１９】
　上記目的は、請求項１～７のいずれかに記載のインテリジェント機能付き蓄発電システ
ムに、電力発電機として、太陽電池、風力発電または波力発電の自然エネルギー発電機ま
たは燃料セル電池の環境適合型発電装置を搭載した、環境適合型の各種電力発電機との蓄
発電一体装置ステーション（請求項１０）を提供することによってより好適に達成される
。蓄発電ユニットとして、鉛蓄電池と比較して同容量で重量２分の１以下の軽量で容積サ
イズが５０％以上削減可能な小型蓄発電ユニットを使用することにより、蓄電池の持ち運
びや設置条件が制限される僻地または水害対策として設置される１５０ｃｍ以上の高さに
設置することが可能となる。
【考案の効果】
【００２０】
　　本考案によれば、防災または緊急災害時の停電時にとくに有用な携帯可能な小型軽量
で、充放電、蓄電および補助充放電の制御システムを併せ有するインテリジェント機能付
き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルを得ることができる。また、これらと
各種発電機とを組み合わせることにより、蓄発電一体ステーションを得ることができる。
　これに拠って、ライフラインの通信機能維持や住民への警報、情報通知や交信、夜間照
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明を安全に確保することができる。また、充電されたステーションを、自由に持ち出し可
能な折りたたみキャリーバッグ形式にすることに拠って、これらを既存街路灯やソーラー
、風力街路灯に取付け、緊急対策電源として利用できる。また、ライフラインの通信機能
を管轄する人や避難民が使用することにより、設置する場所を大幅に拡大することができ
る。さらに、電源がない場所においてノートパソコン、携帯電話、ゲーム機、ポータブル
デジタルカメラ、ビデオなどの家電製品の補充電源、屋外でのＬＥＤ照明、簡易な音楽や
映画鑑賞、イルミネーションなどの娯楽、そして広告宣伝用装飾の電源としても活用出来
る。さらに、軍事用移動通信機などへの小型軽量な補助電源としても活用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】　本考案の蓄発電システムの平面図（折りたたみ式両面タイプの太陽電池パネル
面）
【００２２】
【図２】　図１の裏面図
【００２３】
【図３】　図１の側面図（操作面と蝶番面と外部コネクトＬＥＤ照明）
【００２４】
【図４】　図１の底面図
【００２５】
【図５】　図１の太陽電池パネルの使用図（請求項１～３）
【００２６】
【図６】　本考案のカバン型蓄発電ユニット（請求項７）
【００２７】
【図７】　本考案の緊急電源取付け治具（請求項８）
【００２８】
【図８】　本考案の太陽射光を一年を通して変化する仰角に調整可能なスタンドや遠隔角
度補正治具（請求項９）
【考案を実施するための形態】
【００２９】
　本考案は、上記したとおり、蓄電池ユニット（１）、充放電制御システム（２）を一体
化したシステム機能保有して、補助充放電制御システム機能を併せ有し、かつ軽量で小型
化されたインテリジェント機能付き蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルであ
ることが最大の特徴である。このような軽量で小型化するためには、蓄電池ユニット（１
）を軽量で小型化することが最適である。蓄電池ユニットを軽量で小型化するためには、
軽量でコンパクトな二次電池を搭載することが好適である。この二次電池は、軽量でコン
パクトなリチウムイオン二次電池（ＬＩＢ＝Ｌｉｔｈｉｕｍ　Ｉｏｎ　Ｂａｔｔｅｒｙ）
が最適であり、特に軽量で安全性の高いラミネートセル型過充放電防止回路および温度ヒ
ューズ搭載ＬＩＢモジュール（パイオトレック株式会社製ＰｅｌＬｉｃｌｅ－ＬＩＢモジ
ュールを使用）が最適である。
　本考案を以下の実施形態に基づいて説明する。
【００３０】
実施形態１（ステーションの形態）
　本発明の太陽電池蓄発電一体パネルを、請求項８記載の設置環境適合型発電装置と組合
せて（両者の一体組み合わせ方式または分離型方式）ステーションとして使用する。蓄電
池ユニット（１）としては　軽量でコンパクトな持ち運びが簡単なポータブル方式とする
。これにより、１０Ｗ太陽電池モジュールを２個連結した蓄電池ユニット（１）とする。
充放電制御システムユニット（２）とＤＣ－ＡＣインバータを内部装備した補助充放電制
御システム（３）には小型軽量化ＤＣ－ＤＣコンバータおよび小型軽量化ＡＣ－ＤＣコン
バータを外付けしたポートを搭載し、１２Ｖ１２０Ｗ電源搭載した太陽電池蓄発電一体パ
ネルキャリーバッグの総重量を５．５ｋｇ以内に軽量化することができ、５．０ｋｇ以下
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が好適で、４．５ｋｇ以下が最適である。
【００３１】
実施形態２（システムまたはパネルの形態）
　本考案に使用の太陽電池蓄発電システムユニットに１モジュール以上の汎用太陽電池パ
ネルをハーネスにて結合し、蝶番等を取り付けて折りたたみ式として組み立てる。さらに
、組み立てた太陽電池蓄発電システムユニットの各モジュールパネルを個々に取り外し、
太陽光照射の受け角度を補正することや太陽パネルの発電効率の欠点である陰がパネルに
出来た場合に大幅な発電力急降下を起こすことへの対策として２枚パネルを太陽光照射の
受け角度に変化を持たせる変角度スタンド治具を設置して、それぞれのモジュールパネル
が太陽射光を一年間通して地域別季節別そして日照時間での太陽光を最も効率的に取り込
む角度である仰角が維持出来るように平面或いは柱や壁などに治具を取り付けて設置する
。また電柱や高い処に取付け設置した場合には遠隔角度補正治具を設置することにより、
効率の良い発電条件を設定することもできる。この場合、太陽電池蓄発電システムユニッ
トを結合しても良く、連結する太陽電池モジュール数に制限はない。
【００３２】
実施形態３（システムまたはパネルの形態）
　１パネル最高出力５Ｗ以上のモジュールを２個以上組み合わせた太陽電池パネルを地面
に置いて太陽射光を集光するに最適な仰角を維持する折りたたみ式支え台を太陽電池セル
パネルの裏側に設置し、２モジュール以上の太陽電池パネルが運搬しやすいキャリーバッ
グ形式の持ち手を付ける。運搬移動中に太陽電池パネルが途中で開かないように固定化が
出来るフックを取りつける。
【００３３】
実施形態４（システムまたはパネルの形態）
　壁や柱などの１ｍ以上の高さ、好適には１．５ｍ以上の高さにフック或いは治具取付け
ねじ止め、そこに本発明のシステムまたはパネルを設置して使用する。電柱や高い処に設
置する場合には、太陽射光を集光するに最適な太陽電池パネル仰角を維持する為に、太陽
電池パネル設置受け台治具の付け根にモータ式仰角遠隔補正治具を設置することもできる
。
【００３４】
実施形態５（システムまたはパネルの形態）
　日照時間や太陽光強度不足による発電量が不足する場合には、家庭用電源１００から１
２５Ｖ家庭用電源、鉛蓄電池、アルカリ蓄電池、Ｎｉ－Ｈ蓄電池等の既設蓄電池から、Ｄ
Ｃ－ＡＣ転換して電流を取り込むか、または自動車鉛蓄電池などからＤＣ－ＤＣ電流を取
り込む。さらに、太陽電池による発電力に依存するだけでなく、風力発電機、波力発電機
、または燃料セル発電機などの自然エネルギー発電機との組み合わせにより発電量を確保
することができる。
【００３５】
実施形態６（システムまたはパネルの形態）
　地震、台風、水害、事故等による災害が発生した場合、緊急非常電源として、さらには
軍事作戦上の携帯電源として利用する。本考案のシステムまたはパネルは、軽量で容積も
小さいので小型電源として極めて有用である。因みに、パソコン１２Ｖ２４Ｗ仕様を本発
明の蓄発電システムまたは太陽電池蓄発電一体パネルの１２Ｖ１２０Ｗ仕様に使用した場
合、３時間以上の連続使用が可能である。また、５ＷＬＥＤ照明の場合は、２０時間以上
の連続の照明が可能である。さらに、ＵＳＢポートからの携帯電話、カメラなどに代表さ
れる携帯用電気器具への充電電源としても使用される。また、天災発生の緊急告知表示板
や警報サイレンやシグナルなどの稼働電源、緊急対策の通信機器や画像通信機の電源など
に使用することが出来る。既設太陽電池や風力発電外灯などの施設に緊急用電源として、
本考案のシステムまたはパネルを、後付け治具を使用して取付けることもできる。防災及
び緊急有事用として必要に応じたシステムまたはパネル個数及び後付け治具を常備してお
き、緊急事態発生時に必要個数を発生現場等に分散配置し、多角的地域通信システムの緊
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急対応電源として、更に夜間照明の確保や簡易ヒーターや伝熱使用の電源としても活用で
きる。
【００３６】
実施形態７（システムまたはパネルの形態）
　雨天の時に使用する場合には、本発明のシステムまたはパネルを防水処理しておくこと
もできる。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本考案のインテリジェント蓄発電システム、太陽電池蓄発電一体パネルまたは蓄発電ス
テーションは、防災または緊急災害時にとくに有用であり、携帯電話などの通信機、パソ
コン、カメラなどの電源として利用でき、さらにまた夜間照明（人感センサーによる人が
いる時に点灯）や湯沸かしや暖房ヒーターなどの熱源の電源などにも利用できる。
【符号の説明】
【００３８】
１　　蓄電池ユニット（リチウムイオン二次電池・キャパシタ・コンデンサ組み）
２　　充放電制御システムおよびプログラムマイコンユニットとデジタル電力発電量表示
　　　液晶
３　　ＤＣ－ＡＣインバーター
４　　人感センサーとＬＥＤランプ
５　　ＡＣ－ＤＣ・ＤＣ－ＤＣコンバータポート
６　　外部照度センサー
７　　ソーラーパネル結合ポート（アレイ構成ポート）
８　　ＵＳＢポート
９　　冷却ファン
１０　マイコンスイッチと稼働パイロットランプ
１１　太陽電池リード線口
１２　メインスイッチと稼働パイロットランプ
１３　人感センサー
１４　人感センサーＬＥＤランプ
１５　外付けＬＥＤ照明ポート
１６　取り付け型折りたたみ式仰角スタンド取り付け口
１７　折りたたみロック
１８　折りたたみ蝶番
１９　カバン型取っ手
２０　蓄発電システム面の蓋
２１　太陽パネル裏面熱遮断層部（塗料塗り或シート貼り合わせ）
２２　外付けＬＥＤ器具（ランプ、イルミネーション、ＬＥＤ信号・誘導ボード、警告Ｌ
　　　ＥＤ表示ボード、ＬＥＤ広告ボードなどのＬＥＤ器具類）
２３　平面設置スタンド（太陽射光仰角四季表示付き：夏至、冬至、春秋分日仰角）
２４　平面設置スタンドの留めネジ
２５　緊急電源取付治具－太陽パネル取付台遠隔操作仰角補正機付き
２６　ＡＣ電源ポート
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